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要旨 

 

移動平均線は過去の価格の平均値をつなげたもの 

移動平均線は、ある一定の期間の終値の平均値を

折れ線グラフにしたもので、ローソク足チャートな

どに加えて示し、その方向性や水準、期間の異なる

移動平均線同士の動き、直近の価格と移動平均線と

の乖離率などから、相場の方向性や転換時期などを

探るために利用される（図表 1）。 

平均をとる期間によって、①短期移動平均線（5

日、10日など）、②中期移動平均線（20日、25

日、75日、90日など）、③長期移動平均線（100

日、200日など）がある。同様に、週足であれば 26

週や 52週、月足であれば 12ヶ月や 60ヶ月などが存

在する。  

テクニカル分析では、期間の異なる複数の移動平均線（たとえば 5日移動平均線と 25日移動平均線

や、90日移動平均線と 200日移動平均線など）を組み合わせて分析することが一般的だ。 

移動平均の算出方法は、5日移動平均であれば直近終値までの 5日間（立会日ベース：土日祝日な

ど市場の休日は除く）の終値の平均値、200日移動平均であれば同じく 200日間の終値の平均値という

ことになる（図表 2・3）。 

 

● 移動平均線はローソク足チャートに加えられて描かれることが多い、基本的なテクニカル分析手法の一

つだ。 

● 移動平均線と実際の相場のグラフを比較することで、トレンドの変化や、相場の行きすぎ感をはかり、売

買のタイミングを見極める材料の一つとされている。 

（図表2）移動平均値の算出式

直近終値＋1営業日前の終値＋2営業日前の終値＋3営業日前の終値・・・（N-1）日前の終値

N
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移動平均線は、それまでの相場のトレンドを示すため、短期移動平均線であれば短期のトレンド

を、長期移動平均線であれば長期のトレンドを示すことになる。したがって、短期の移動平均線は変

動が小刻みで、移動平均期間が長くなるほど緩やかな動きを示すことになる。移動平均線が上向きで

あれば上昇トレンド、下向きであれば下降トレンドと判断されるが、短期移動平均線が下降トレンド

でも、長期移動平均線が上昇トレンドにある（またはその逆）場合もあり、移動平均線の期間に応じ

た判断が必要だ。また、一般的には足元の価格が移動平均線よりも高ければ上昇傾向、低ければ下落

傾向にあるとも判断される。 

 

ゴールデンクロスとデッドクロス 

相場は上下動を繰り返すため、移動平均線もこれに連れて（やや遅れる形で）上下動を繰り返す。

このため、移動平均期間の違いによって、異なる期間の移動平均線がクロス（上下に入れ替わる）こ

とがある。テクニカル分析では、そのクロスの仕方によって、その後の相場の展開を予測する手法が

ある。 

ゴールデンクロスは、期間の短い方の移動平均線が、期間の長い移動平均線を上回る（下から上へ

と突き抜ける）ことで、一般的に上昇のサインと受け止められている。逆に、期間の短い方の移動平

均線が期間の長い方の移動平均線を下回る（上から下へ突き抜ける）ことをデッドクロスと呼び、下

落のサインとされている(図表 4)。なお、ゴールデンクロスの場合、クロスした移動平均線が二本とも

上向きのトレン

ドであればより

強い上昇シグナ

ルとされ、逆に

デッドクロスで

はクロスした移

動平均線が二本

とも下向きのト

レンドであれば

より強い下落シ

グナルとされて

いる。 

10日前
(a)

9日前
(b)

8日前
（C)

7日前
（ｄ）

6日前
（e）

5日前
(f)

4日前
(g)

3日前
(h)

2日前
(i)

1日前
(j)

今日
(k)

終値 1,000 900 800 1,000 1,100 900 1,200 1,100 1,000 800 1,000

5日移動平均 － － － － 960 940 1,000 1,060 1,060 1,000 1,020

(図表3）移動平均の計算例

(a)～(e)

の平均
(g)～(k)

の平均

(図表4）ゴールデンクロスとデッドクロス

短期移動平均線

長期移動平均線

ゴールデンクロス デッドクロス
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(図表 5)は、2021年 11月から 2022年末までの日経

平均株価指数の日足チャートで、短期移動平均線とし

て 25日移動平均線(図中赤線)、長期移動平均線として

200日移動平均線(図中青線)を加えている。この期間中

に、ゴールデンクロス、デッドクロスとも 2回現れて

いる。しかし、その後の騰落率や騰落期間については

まちまちで、必ずしも相場の流れが変わったというよ

うな大きな変動とは言い難い(図表 6)。日足チャートで

見るゴールデンクロスやデッドクロスは、クロスが現れてから数日以内に相場の流れが変わることを

十分意識する必要があるだろう。 

ただし、月足のような長期間で見る場合は、もう少

し安定した関係が確認される。(図表 7)は 1989年以降

の日経平均株価指数の月足でみたゴールデンクロスと

デッドクロスの発現月とその後の騰落についてまとめ

たものだ（チャートは図表 8）。この期間、ゴールデン

クロス、デッドクロスともそれぞれ 4回現れた。この

うちゴールデンクロスの最初の 2回（1996/6、

2000/2）については上昇期間が短く、上昇率も小幅に

とどまっているものの、それ以外についてはデッドク

ロスも含めて上昇（あるいは下降）局面は短いもので

も 7ヶ月と、上昇(下落)“局面”と評していいほどの

期間継続している。 

なかでも、ゴールデンクロスの 4回目とデッドクロスの 3回目は、ともに短期移動平均線である 12

発現日 上昇率 上昇期間
1回目 22/8/10 ＋5.0％ 4営業日
2回目 22/11/9 ＋2.8％ 11営業日

発現日 下落率 下落期間
1回目 21/12/10 ▲13.2％ 59営業日
2回目 22/10/4 ▲2.8％ 6営業日

デッドクロス

(図表6）騰落率と期間（21/11～22/12）日足
ゴールデンクロス

発現日 上昇率 上昇期間
1回目 1996/6 ＋0.3％ 1ヶ月
2回目 2000/2 ＋4.4％ 2ヶ月
3回目 2005/6 ＋58.0％ 21ヶ月
4回目 2013/4 ＋206.1％ 継続中

発現日 下落率 下落期間
1回目 1991/4 ▲45.6％ 17ヶ月
2回目 1997/10 ▲22.3％ 13ヶ月
3回目 2000/10 ▲47.7％ 31ヶ月
4回目 2008/9 ▲37.6％ 7ヶ月

※黄色部分は短期・長期移動平均線の方向
　が同一の局面。

(図表7）騰落率と期間（1989年以降月足）
ゴールデンクロス

デッドクロス
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ヶ月移動平均線と、長期移動平均線である 60ヶ月移動平均線の方向が同じ（ゴールでクロスではとも

に上向き、デッドクロスではともに下向き）で、それぞれ強い上昇、あるいは下降局面のシグナルと

言われるものだが、2000年 10月に現れたデッドクロスではその後の下落率は▲47.7％、下落期間は

31ヶ月と、89年以降のデッドクロスでは最も大きな下落につながった。一方、2013年 4月に現れたゴ

ールデンクロスは、足元に至るまで両移動平均線の交差はなく、本稿執筆時点で継続期間は 143ヶ

月、上昇率は＋206.1％（株価ピーク時まで）に繋がっている。 

 

移動平均との乖離率 

移動平均値と実際の価格との乖離を参考に、売買のタイミングを計る手法もある。相場には、“買

われすぎ”や“売られすぎ”という言葉がある。文字通りの意味だが、二通りの使い方がある。一つ

は、適正（と判断される）価格に対するもので、適正価格に対して実際の価格が高すぎれば買われす

ぎ、低すぎれば売られすぎと評される。もう一つは、買いや売りが続くことで一方的な上昇や下落が

続く局面に対しても使われる。 

移動平均との乖離率は、後者の状態を把握することで、相場が反転するタイミングを計るものだ。

一般的には、移動平均値と実際の価格との乖離率がどの程度になると反転するのかという過去のパタ

ーンをみることで、「乖離率が何パーセントになったからそろそろ反転しそうだ」ということを把握

することになる。移動平均値というのは、過去何日（または何週、何ヶ月）かの平均値だ。その値と

足元の価格との乖離が大きければ大きいほど、相場は一方的な展開になっていることを示している。

相場は、一方向にのみ進んでいくわけではない。よほど特殊な経済環境（国家財政の破綻や戒厳令下
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など）でもない限り、価格が上昇すれば売却して利益を確定したい人が出てくるし、価格が下落すれ

ば割安と考えて買う人が増えてくる。 

(図表 9)は、日経平均(月足)と 12ヶ月移動平均および 24ヶ月移動平均線との乖離率をグラフにし

たものだ。これをみると、日経平均株価は 12ヶ月移動平均線との乖離率が±20％程度で反転するほ

か、24ヶ月移動平均線との乖離率が±20～40％でも反転する傾向がある。こうした傾向が確認されれ
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ば、たとえば“ここのところ上昇が続いているが、12ヶ月移動平均線、24ヶ月移動平均線とも乖離率

が＋20％を超えたから、そろそろ売り時かな”といった判断も可能だ。 

移動平均線との乖離率と反転のタイミングは、移動平均線の期間によっても異なるうえ、対象の資

産価格によっても異なる。このため、自分が投資をしている（あるいはしようと考えている）資産ご

とに、移動平均線との乖離率と反転のタイミングを調べる必要がある（特に個別株などでは乖離率が

大きくなるものがある）。 

なお、移動平均線との乖離率は以下の式（図表 10）で算出される。これで求めた乖離率を時系列に

してグラフにしたものが上記（図表 9）の乖離率のグラフとなる。これらは証券会社や FX会社の HPで

も対応していることが多い。 

移動平均線による分析は比較的単純である一方で、他のテクニカル分析指標と組み合わせて使用さ

れることも多い。次稿では、他のテクニカル指標のうち代表的なものをいくつか紹介する。 

（図表 10）移動平均との乖離率の計算式 

 

乖離率＝（直近終値―直近移動平均値）÷直近移動平均値×100 

 

または 

 

乖離率＝直近終値÷直近移動平均値×100－100 


